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このドキュメントでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
固定幅フォント | 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
以下の節では、Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedoの間で相互運用するアプリケーションのコードを記述するために使用する開発環境について説明します。
注意: Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeans (EJB)の開発方法については、『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』を参照してください。 |
このドキュメントは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorアプリケーション開発環境について紹介します。Oracle WebLogic ServerをOracle Tuxedoオブジェクトと相互運用できるようにするEJBの開発方法について説明します。
このドキュメントの構成は次のとおりです。
注意: Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMIの詳細は、「WebLogicクラスのJavadoc」を参照してください。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorクラスは、weblogic.wtc.jatmiパッケージおよびweblogic.wtc.gwtパッケージに含まれています。 |
アプリケーションのロジックを表現するJavaコードに加えて、Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedoの間のインタフェースを提供するJava Application-to-Transaction Monitor Interface (JATMI)を使用します。
クライアント・プロセスはユーザーの入力を受け取り、リクエストされたサービスを提供するサーバー・プロセスにサービス・リクエストを送信します。Oracle Weblogic Tuxedo Connector JATMIクライアント・クラスは、Oracle Tuxedoで検出されたサービスにアクセスするクライアントを作成するために使用します。これらのクライアント・クラスは、Oracle WebLogic Tuxedo Connector WTCServer MBeanを介して提供される任意のサービスに使用できます。
サーバーは、任意の数のサービスを提供するプロセスです。サーバーは頻繁にサービス・リクエストのメッセージ・キューをチェックし、それらを適切なサービス・サブルーチンにディスパッチします。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、EJBを使用してOracle Tuxedoクライアントが呼び出すサービスを実装します。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedo CORBAオブジェクトの間に双方向の相互運用性を提供します。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは次のことを可能にします。
JATMIは、トランザクションの開始と終了、バッファの割当てと解放、およびクライアントとサーバー間の通信の提供に使用するプリミティブのセットです。
表1-1 JATMIプリミティブ
名前 | 操作 |
---|---|
tpacall | リクエスト/レスポンス通信でOracle Tuxedoサービスの非同期呼出しに使用します。
|
tpcall | リクエスト/レスポンス通信でOracle Tuxedoサービスの同期呼出しに使用します。 |
tpconnect | Oracle Tuxedo会話型サービスとの接続を確立するために使用します。 |
tpdiscon | 会話を管理するプロセスによって実行された場合に会話型接続を中止し、TPEV_DISCONIMMイベントを生成するために使用します。 |
tpdequeue | リクエスト/レスポンス通信でOracle Tuxedo /Qからメッセージを受信するために使用します。 |
tpenqueue | リクエスト/レスポンス通信でOracle Tuxedo /Qにメッセージを配置するために使用します。 |
tpgetrply | リクエスト/レスポンス通信でOracle Tuxedoサービスから応答を取得するために使用します。 |
tprecv | 対話通信でOracle Tuxedoアプリケーションからオープンな接続を介してデータを受信するために使用します。 |
tpsend | 会話型通信でOracle Tuxedoアプリケーションにオープンな接続を介してデータを送信するために使用します。 |
tpterm | Oracle Tuxedoオブジェクトへの接続を終了するために使用します。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、Oracle Tuxedoの型付きバッファに対応するTypedBuffersというインタフェースを提供します。メッセージは、サーバーの型付きバッファに渡されます。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、次のバッファ・タイプを提供します。
表1-2 TypedBuffers
バッファ・タイプ | 説明 |
---|---|
TypedString | データがNULL文字で終了する文字の配列である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: STRING。 |
TypedCArray | データが、NULL可能な文字の未定義配列(バイト配列)である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: CARRAY。 |
TypedFML | データが自己定義である場合に使用されるバッファ・タイプ。各データ・フィールドは独自の識別子、オカレンス番号、および可能であれば長さインジケータを保持します。Oracle Tuxedoでは次に相当: FML。 |
TypedFML32 | TypeFMLに似たバッファ・タイプですが、より大きい文字フィールド、より多くのフィールド、およびより大きいバッファ全体に対して使用可能です。Oracle Tuxedoでは次に相当: FML32。 |
TypedXML | データがXMLベースのメッセージである場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: XML (Tuxedoリリース7.1以降)。 |
TypedVIEW | VIEW記述ファイルを用いてバッファ構造を定義するためにアプリケーションがJava構造体を使用するとき、使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW。 |
TypedVIEW32 | VIEWに似たバッファ・タイプですが、より大きい文字フィールド、より多くのフィールド、およびより大きいバッファ全体に対して使用可能です。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW32。 |
TypedMBString | データがマルチバイト文字をサポートする多様な文字列である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: MBSTRING。 |
この章では、Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorクライアントEJBの作成方法について説明します。これらのクライアントEJBは、ユーザーの入力を受け取り、サーバー・プロセスまたはリクエストされたサービスを提供する発信オブジェクトにサービス・リクエストを送信します。Oracle Weblogic Tuxedo Connector JATMIクライアント・クラスは、Oracle Tuxedoで検出されたサービスにアクセスするクライアントを作成するために使用します。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMIの詳細は、「WebLogicクラスのJavadoc」を参照してください。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorクラスは、weblogic.wtc.jatmiパッケージおよびweblogic.wtc.gwtパッケージに含まれています。 |
Oracle TuxedoおよびOracle WebLogic Tuxedo Connectorは、それぞれ異なった方法でサービスに接続します。
次の節では、Oracle TuxedoおよびOracle WebLogic Tuxedo Connectorがアプリケーションに接続する方法を比較します。
tpinit()
を使用します。 config.xml
ファイル内に存在していて、サーバーにターゲットとして割り当てられている場合に、作成されます。 TuxedoConnectionFactory
を使用してTuxedoConnectionオブジェクトを取得した後、getTuxedoConnection()を使用してOracle Tuxedoオブジェクトへの接続を作成します。次の例は、Oracle WebLogic ServerアプリケーションがOracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用してどのようにOracle Tuxedoアプリケーションに接続するのかを示しています。 例2-1 Oracle Tuxedoアプリケーションに接続するためのサンプル・クライアント・コード
次の節では、Oracle TuxedoおよびOracle WebLogic Tuxedo Connectorがアプリケーションとの接続を切断する方法を比較します。
tpterm()
を使用します。 クライアント・プロセスは、JavaおよびJATMIプリミティブを使用して、次の基本アプリケーション・タスクを提供します。
クライアントは、アプリケーションとの接続を切断する前に、いくつでもサービス・リクエストを送信および受信できます。
TuxedoConnectionFactoryを使用してJNDIツリーで「tuxedo.services.TuxedoConnection」
をルックアップすることによって、リモート・ドメインへの接続を確立し、TuxedoConnection
オブジェクトを取得します。
アプリケーションとOracle Tuxedoの間でメッセージの送信および受信を行う場合は、次のTypedBuffersを使用します。
表2-1 TypedBuffers
バッファ・タイプ | 説明 |
---|---|
TypedString | データがNULL文字で終了する文字の配列である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: STRING。 |
TypedCArray | データが、NULL可能な文字の未定義配列(バイト配列)である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: CARRAY。 |
TypedFML | データが自己定義である場合に使用されるバッファ・タイプ。各データ・フィールドは独自の識別子、オカレンス番号、および可能であれば長さインジケータを保持します。Oracle Tuxedoでは次に相当: FML。 |
TypedFML32 | TypeFMLに似たバッファ・タイプですが、より大きい文字フィールド、より多くのフィールド、およびより大きいバッファ全体に対して使用可能です。Oracle Tuxedoでは次に相当: FML32。 |
TypedXML | データがXMLベースのメッセージである場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: XML (Tuxedoリリース7.1以降)。 |
TypedVIEW | VIEW記述ファイルを用いてバッファ構造を定義するためにアプリケーションがJava構造体を使用するとき、使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW。 |
TypedVIEW32 | VIEWに似たバッファ・タイプですが、より大きい文字フィールド、より多くのフィールド、およびより大きいバッファ全体に対して使用可能です。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW32。 |
TypedMBString | データがマルチバイト文字をサポートする多様な文字列である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: MBSTRING。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorクライアントは、Oracle Tuxedoサービス・アプリケーションとの間で以下の3タイプの通信をサポートしています。
注意: Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、メッセージ・リクエストの優先順位を設定するためのJATMIプリミティブを提供していません。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorクライアントから発信されるすべてのメッセージは、メッセージ優先順位が50です。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorクライアント・アプリケーションとOracle Tuxedo間でリクエストを行い、レスポンス・メッセージを受信するには、次のJATMIプリミティブを使用します。
表2-2 JATMIプリミティブ
名前 | 操作 |
---|---|
tpacall | Oracle Tuxedoサービスの非同期呼出しに使用します。このJATMIプリミティブには以下の2つの形式があります。
|
tpcall | Oracle Tuxedoサービスの同期呼出しに使用します。 |
tpgetrply | Oracle Tuxedoサービスへの遅延同期呼出しからの応答を取り出すために使用します。 |
tpcancel |
注意: tpcancel |
tpcall
は、サービスにリクエストを送信し、同期して応答を待つ場合に使用します。指定したサービスには、Oracle Tuxedoアプリケーションによって通知する必要があります。論理的には、tpcall()
の機能は、tpacall()
に次いで直ちにtpgetreply()
を呼び出した場合と同じです。
遅延同期tpacall
を使用すると、Oracle Tuxedoサービスにリクエストを送信し、応答の待機を遅らせることができます。これにより、リクエストを送信し、別の作業を行ってから、応答を取り出すことができます。
遅延tpacall()
サービス呼出しは、Oracle Tuxedoサービスにリクエストを送信し、直ちに呼出しから復帰します。指定したサービスには、Oracle Tuxedoアプリケーションによって通知する必要があります。呼出しが正常に終了すると、tpacall()
は記述子として機能するオブジェクトを返します。これで呼出しスレッドでは、他のタスクを実行できるようになります。呼出し記述子を使用すると、以下のことを行えます。
tpgetreply()
を使用して送信したリクエストに対応した応答を取得します。 tpcancel()
を使用して未処理のメッセージ応答を取り消します。 応答を取り出す場合は、tpgetreply()
を使用して、tpacall()
によって返される呼出し記述子を指定して応答をデキューします。応答がすぐに取り出せない場合、呼出しスレッドは応答をポーリングします。
tpacall()
がトランザクションに関与している場合、tpgetreply()
を使用して応答を受け取ってからでないと、トランザクションがコミットされません。tpcancel
を使用して、トランザクションに関連付けられている呼出し記述子を取り消すことはできません。たとえば、1つのトランザクションで3つのtpacall()
リクエストを発行する場合、トランザクションをコミットするには、3つのtpgetreply()
呼出しを行い、各リクエストの応答のデキューに成功する必要があります。
非同期のtpacall
を使用すると、Oracle Tuxedoサービスにリクエストを送信してから、スレッド・プールへの呼出しを実行したスレッド・リソースを解放できます。これにより、大量の未処理リクエストを少数のスレッドで処理することができます。
非同期のtpacall()
サービス呼出しは、リクエストをOracle Tuxedoサービスに送信します。指定したサービスには、Oracle Tuxedoアプリケーションによって通知する必要があります。呼出しが正常に終了すると、非同期のtpacall()
は記述子として機能するオブジェクトを返します。これで呼出しスレッドでは、他のタスクを実行できるようになります。呼出し記述子を使用すると、送信したメッセージ・リクエストに対応したTpacallAsynchReply
からのメッセージ応答を識別したり、tpcancel()
を使用して未処理のメッセージ応答を取り消ししたりできます。
注意: 呼出し記述子を使用して、tpgetreply() を呼び出すことはできません。 |
サービスの応答が用意されたら、別のスレッドでcallback
オブジェクトが呼び出されます。元のリクエストが成功した場合、TpacallAsynchReply.sucess
メソッドがサービスからの応答を返します。元のリクエストが失敗した場合、TpacallAsynchReply.failure
メソッドがエラー・コードを返します。
以下のガイドラインに従って、callback
オブジェクトを実装する必要があります。
tpacall()
を実行するスレッドは、応答メッセージを待ちません。 tpacall()
の元の呼出し側のコンテキストに戻ります。 tpacall()
が発行されたときに中断された処理を再開するのは、コールバック・オブジェクトの役割となります。 tpacall()
リクエストを発行し、応答が直ちに返される場合は、呼出しスレッドが終了する前に、応答スレッドによってコールバック・オブジェクトを変更することができます。 tpacall()
がトランザクションに関与している場合、TpacallAsynchReply
を使用して応答を受け取ってからでないと、トランザクションがコミットされません。tpcancel
を使用して、トランザクションに関連付けられている呼出し記述子を取り消すことはできません。 以下の会話プリミティブは、Oracle Tuxedoサービスと通信する会話型クライアントを作成する際に使用します。
表2-3 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの会話型クライアントのプリミティブ
名前 | 操作 |
---|---|
tpconnect | Oracle Tuxedo会話型サービスとの接続を確立するために使用します。 |
tpdiscon | 会話を管理するプロセスによって実行された場合に接続を中止し、TPEV_DISCONIMMイベントを生成するために使用します。 |
tprecv | Oracle Tuxedoアプリケーションからオープンな接続を介してデータを受信するために使用します。 |
tpsend | Oracle Tuxedoアプリケーションにオープンな接続を介してデータを送信するために使用します。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorクライアント・アプリケーションとOracle Tuxedoの間のメッセージをエンキューおよびデキューするには、次のJATMIプリミティブを使用します。
表2-4 JATMIプリミティブ
名前 | 操作 |
---|---|
tpdequeue | Oracle Tuxedo /Qからのメッセージ受信に使用します。 |
tpenqueue | Oracle Tuxedo /Qにメッセージを配置するために使用します。 |
次のJavaコードは、サーバーに文字列引数を送信し、サーバーから応答文字列を受信するToupperBean.java
クライアントEJBの例です。
例2-2 サンプル・クライアント・アプリケーション
この章では、Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorサービスEJBの作成方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
サービス・アプリケーションは、JavaおよびJATMIプリミティブを使用して、次のタスクを提供します。
TPServiceInformationクラスを使用すると、サービスを実行するためにOracle Tuxedoクライアントによって送信されるサービス情報にアクセスできます。
表3-1 JATMI TPServiceInformationプリミティブ
バッファ・タイプ | 説明 |
---|---|
getServiceData() | Oracle Tuxedoクライアントから送信されるサービス・データを返すために使用します。 |
getServiceFlags() | Oracle Tuxedoクライアントから送信されるサービス・フラグを返すために使用します。 |
getServiceName() | 呼び出されたサービス名を返すために使用します。 |
アプリケーションとOracle Tuxedoの間でメッセージの送信および受信を行う場合は、次のTypedBuffersを使用します。
表3-2 TypedBuffers
バッファ・タイプ | 説明 |
---|---|
TypedString | データがNULL文字で終了する文字の配列である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: STRING。 |
TypedCArray | データが、NULL可能な文字の未定義配列(バイト配列)である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: CARRAY。 |
TypedFML | データが自己定義である場合に使用されるバッファ・タイプ。各データ・フィールドは独自の識別子、オカレンス番号、および可能であれば長さインジケータを保持します。Oracle Tuxedoでは次に相当: FML。 |
TypedFML32 | TypeFMLに似たバッファ・タイプですが、より大きい文字フィールド、より多くのフィールド、およびより大きいバッファ全体に対して使用可能です。Oracle Tuxedoでは次に相当: FML32。 |
TypedXML | データがXMLベースのメッセージである場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: XML (Tuxedoリリース7.1以降)。 |
TypedVIEW | VIEW記述ファイルを用いてバッファ構造を定義するためにアプリケーションがJava構造体を使用するとき、使用されるバッファ・タイプ。Tuxedoの等価タイプ: VIEW。 |
TypedVIEW32 | VIEWに似たバッファ・タイプですが、より大きい文字フィールド、より多くのフィールド、およびより大きいバッファ全体に対して使用可能です。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW32。 |
TypedXOctet | データが、NULL可能な文字の未定義配列(バイト配列)である場合に使用されるバッファ・タイプ。X_OCTETのセマンティクスはCARRAYと同じです。Oracle Tuxedoでは次に相当: X_OCTET。 |
TypedXCommon | VIEWのセマンティクスと同じバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW。 |
TypedXCType | VIEWのセマンティクスと同じバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: VIEW。 |
TypedMBString | データがマルチバイト文字をサポートする多様な文字列である場合に使用されるバッファ・タイプ。Oracle Tuxedoでは次に相当: MBSTRING。 |
サービスを提供するために必要なロジックを表現するには、Javaコードを使用します。
以下のJATMIプリミティブは、Oracle Tuxedoクライアントと通信する会話型サーバーを作成する際に使用します。
表3-3 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの会話型クライアントのプリミティブ
名前 | 操作 |
---|---|
tpconnect | Oracle Tuxedo会話型サービスとの接続を確立するために使用します。 |
tpdiscon | 会話を管理するプロセスによって実行された場合に接続を中止し、TPEV_DISCONIMMイベントを生成するために使用します。 |
tprecv | Oracle Tuxedoアプリケーションからオープンな接続を介してデータを受信するために使用します。 |
tpsend | Oracle Tuxedoアプリケーションにオープンな接続を介してデータを送信するために使用します。 |
文字列引数を受信し、その文字列をすべて小文字に変換して、変換された文字列をクライアントに返すTolowerBean.java
サービスEJBの例を次に示します。
例3-1 サンプル・サービスEJB
この章では、Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedo CORBAオブジェクトの間の相互運用性をサポートするOracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用するために、アプリケーションを変更する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: CORBAを相互運用するOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成するには、いくつかの管理タスクを実行する必要があります。CORBAを相互運用するOracle WebLogic Tuxedo Connectorを管理する方法については、Oracle WebLogic Server WebLogic Tuxedo Connector管理ガイドのCorbaアプリケーションの管理に関する項を参照してください。Oracle Tuxedo CORBAアプリケーションを開発する方法については、 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使うと、オブジェクト(たとえばEJBやRMIオブジェクト)は、CORBA Java API (発信)を用いて、Oracle TuxedoにデプロイされたCORBAオブジェクトを呼び出すことができます。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、Oracle WebLogic Server RMI-IIOP実行時環境を使用してCORBAをサポートするWTC ORBを実装しています。この拡張では次のような機能が提供されます。
CORBA Java APIを使用するには、WTC ORBを使用する必要があります。以下のいずれかのメソッドを使用して、BeanでORBを取得します。
または
または
Oracle Tuxedoにデプロイされているオブジェクトを参照するには、以下のいずれかの方法を使用できます。
corbaloc:tgiop
またはcorbaname:tgiop
オブジェクト参照を使用して行います。次の文は、CosNamingサービスを使用してOracle Tuxedo CORBAオブジェクトへの参照を取得します。 説明:
simpapp
は、Oracle Tuxedo UBBに指定されたOracle TuxedoドメインのドメインID。 simple_factory
は、Oracle Tuxedo CORBA CosNamingサーバーにおいてオブジェクト参照がバインドされていた名前。 注意: 発信Oracle Tuxedo CORBAオブジェクト用のクライアントBeanを開発する方法の例については、Oracle WebLogic Server配布キットのサンプルのSAMPLES_HOME \server\examples\src\examples\wtc\corba\simpappcns パッケージを参照してください。 次の |
例4-1 サンプル・サービス・アプリケーション
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、find_one_factory_by_idメソッドを使用してFactoryFinderオブジェクトをサポートしています。これは、corbaloc:tgiop
またはcorbaname:tgiop
オブジェクト参照を使用して行います。次のメソッドで、ORBを使用してFactoryFinderオブジェクトを取得します。
説明:
simpapp
は、Oracle Tuxedo UBBに指定されたOracle TuxedoドメインのドメインID。 FactoryFinder
は、Oracle Tuxedo CORBAサーバーにおいてオブジェクト参照がバインドされていた名前。 WLECは、Oracle WebLogic Serverでは使用できなくなり、サポートされなくなりました。WLECユーザーはアプリケーションをOracle WebLogic Tuxedo Connectorに移行することをお薦めします。詳細は、『Oracle WebLogic Server WLECのためのWebLogic Tuxedo Connector移行ガイド』を参照してください。
次のコードは、WTC ORBを呼び出し、FactoryFinderを使用してオブジェクト参照を取得する方法の例です。
例4-2 サンプルFactoryFinderコード
注意: RMI/IIOPアプリケーションを開発する方法については、『Oracle WebLogic Server RMIのプログラミング』を参照してください。 |
RMI over IIOP (Internet Inter-ORB Protocol)は、JavaプログラムがCORBA (Common Object Request Broker Architecture)クライアントと対話してCORBAオブジェクトを実行できるように、RMIを拡張しています。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは次のことを可能にします。
次の節では、Oracle Tuxedo CORBAアプリケーションと対話するOracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用するために、RMI/IIOPアプリケーションを修正する方法に関する情報を提供します。
クライアントは、COSNaming ServiceにバインドされているOracle WebLogic Serverのネーム・サービスの正しいバインド名をCOSNaming Serviceに渡す必要があります。
次のコードは、ネーミング・コンテキストを取得する例です。「WLS」は、Oracle WebLogic Server WebLogic Tuxedo Connector管理ガイドのCorbaアプリケーションの管理に関する項で説明されているcnsbind
コマンドで指定されたバインド名です。
例4-3 ネーミング・コンテキストを取得するサンプル・コード
EJBは、リモートOracle Tuxedo CORBAオブジェクトにアクセスする目的で使用される初期コンテキストを取得するためにFederationURLを使用する必要があります。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用するために発信RMI/IIOPアプリケーションを修正する方法を次の節で説明します。
次のコードは、実行時にFederationURLフォーマットをEJBに渡すためにejb-jar.xml
ファイルを構成する方法の例です。
例4-4 FederationURLをEJBに渡すサンプルejb-jar.xmlファイル
実行時にFederationURLをEJBに渡すには、アプリケーションのejb-jar.xml
ファイルにそのEJB用のenv-entry
を追加します。次のenv-entry
下位要素を割り当てる必要があります。
env-entry-name
要素は、env-entry-value
要素内の値をEJBに渡すために使われる変数の名前を指定するために使用されます。例4-4で示したコード例では、env-entry-name
をforeignOrb
と指定しています。
env-entry-type
要素は、EJBに渡されるenv-entry-value
要素のデータ型(たとえばString、Integer、Double)を指定するために使用されます。例4-4に示したサンプル・コードでは、foreignOrb
変数がString
データをEJBに渡しています。
env-entry-value
要素は、EJBに渡されるデータを指定するために使用されます。例4-4に示したサンプル・コードでは、foreignOrb
変数が次のFederationURLフォーマットでEJBに渡すということを指定しています。
simpapp
とは、Oracle Tuxedo UBBで指定されているOracle Tuxedoリモート・サービスのDOMAINID
です。
この節では、リモートOracle Tuxedo CORBAオブジェクトにアクセスするために使用されるInitialContextを取得するためのFederationURLを使用する方法に関する情報を提供します。
次のコードはInitialContextを取得するためのFederationURLの使い方の例です。
例4-5 InitialContextを取得するためのサンプルTraderBean.javaコード
リモートOracle Tuxedo CORBAオブジェクトのInitialContextを取得するFederationURLを使用するための手順を以下に示します。
ejb-jar.xml
ファイルで定義されているFederationURLフォーマットを取り出します。 例:
例4-4に示したサンプル・コードでは、foreignOrb
変数が次のFederationURLフォーマットでEJBに渡すということを指定しています。
「/NameService」
というFederationURLフォーマットを、先のFederationURLに連結します。 例
連結結果のFederationURLは次のとおりです。
例:
実行結果はOracle Tuxedo CORBAオブジェクトのInitialContextです。
この節では、以下のFederationURLフォーマットの構文に関する情報を提供します。
CORBA URL
構文はCORBA仕様で記述されます。詳細については、(http://www.omg.org/
)にあるOMGのWebサイトを参照してください。 corbaloc:tgiop
フォームは、Oracle tgiopプロトコル専用です。 この節では、corbaloc URLフォーマットの構文を示します。
この節では、corbaloc:tgiop
の使用例を示します。
orb.init
およびresolve_initial_reference
に-ORBInitRef
オプションを使用することもできます。
次の-ORBInitRef
定義を指定します。
次に、
corbaloc
フォーマットのかわりにcorbaname
フォーマットを使用することもできます。
次の-ORBInitRef
定義を指定します。
次に、
注意: Oracle Tuxedo CORBAアプリケーションでトランザクションを管理する方法の詳細は、(http://download.oracle.com/docs/cd/E13203_01/tuxedo/tux100/trans/gstrx.html )にある『CORBAトランザクションの使用』の「トランザクションについて」を参照してください。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、Java Transaction API (JTA)を使って、Oracle Tuxedo CORBAアプリケーションでのトランザクションを管理します。詳細については、以下を参照してください。
この章では、Java Transaction API (JTA)を使用してOracle WebLogic Tuxedo Connectorグローバル・トランザクションを定義および管理する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
グローバル・トランザクションは、2つ以上のリソース・マネージャのある作業、および1つの論理単位として扱われる2つ以上の物理サイトにまたがる作業を実行するトランザクションです。グローバル・トランザクションは常に、次の4つのプロパティによって分類された特定のシーケンスの操作として扱われます。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、トランザクションの管理にJava Transaction API (JTA)を使用します。
JTAには、3つのタイプのトランザクション・インタフェースがあります。
Transaction
インタフェースは、ターゲットとなるTransactionオブジェクトのトランザクションに対して実行される操作を許可します。トランザクション・オブジェクトは、作成された各グローバル・トランザクションに対応して作成されます。Transaction
インタフェースは、リソースの取得、登録の同期、およびトランザクション完了操作やステータス問合せ操作を実行するために使用します。
Oracle Tuxedoトランザクション・プリミティブの機能を、等価のJTAトランザクション・プリミティブにマップした表を次に示します。
表5-1 Tuxedoトランザクション・プリミティブとJTAトランザクション・プリミティブのマッピング
Oracle Tuxedo | Oracle Tuxedo機能 | JTAでは次に相当 |
---|---|---|
tpabort | トランザクションの終了に使用します。 | or rollback |
tpcommit | トランザクションの完了に使用します。 | commit |
tpgetlev | サービス・ルーチンがトランザクション・モードであるかどうかの判断に使用します。 | getStatus |
tpbegin | トランザクションの開始に使用します。 | setTransactionTimeout begin |
トランザクションは、クライアントまたはサーバー・プロセスのいずれかで定義できます。トランザクションは、3つの部分で構成されます。3つの部分とは、開始ポイント、トランザクション・モードのプログラム文、および終了ポイントです。
トランザクションを明示的に定義するには、begin()
メソッドを呼び出します。呼出しを行う同じプロセスであるイニシエータは、commit()
、setRollbackOnly()
またはrollback()
を呼び出すことによって終了を行うプロセスにもなる必要があります。トランザクション・デリミタ間で呼び出されるサービス・サブルーチンは、現在のトランザクションの一部となります。
注意: setTransactionTimeout() をあまり大きい値に設定すると、システム検出やエラーのレポートが遅延します。タイムアウト値は、適切な時間内でサービス・リクエストへのレスポンスを行ったり、ネットワーク障害などの問題が発生したトランザクションを終了したりするために使用します。本番環境では、システム・ロードおよびデータベース競合によって起こると予想される遅延に対応するよう、タイムアウト値を調整します。 |
トランザクションは、begin()
の呼出しによって開始されます。タイムアウト値を指定するには、begin()
文の前にsetTransactionTimeout(int seconds)
文を指定します。
Oracle Tuxedoにトランザクションを伝播するには、次の操作を実行する必要があります。
トランザクションは、commit()
、rollback()
、またはsetRollbackOnly()
の呼出しによって終了されます。commit()
が正常に復帰すると、現在のトランザクションでリソースに対して行われた変更はすべて永続的なものとなります。commit()
が正常に実行されるには、次の2つの条件が満たされている必要があります。
begin()
でトランザクションを開始した同じプロセスでなければなりません。 いずれかの条件がtrueでない場合、この呼出しは失敗し、例外がスローされます。
setRollbackOnly()
およびrollback()
は、異常が発生したことを示し、すべての記述子を元の状態にロールバックする場合に使用します。
setRollbackOnly()
を使用します。 rollback()
を使用します。 トランザクション・モード中は、トランザクションを正常に完了させるために特定のルールに従う必要があります。トランザクション・モード中に注意すべき基本的なルールは、次のとおりです。
begin()
でトランザクションを開始した後で、TuxedoConnectionオブジェクトを使用して、Oracle Tuxedoにトランザクションを伝播する必要があります。 commit()
を呼び出す前にすべての非同期トランザクション応答を取得する必要があります。 begin()
を呼び出す前にすべての非同期トランザクション応答を取得する必要があります。 tperrono
をTPETIMEに設定することによってグローバルな状態のトランザクション・タイムアウトを返します。 |
TPNOBLOCK|
TPNOTRANに設定されたtpacall()のflagsパラメータで非同期呼出しを行うことができます。 次に、トランザクションのサンプル・コードを示します。
例5-1 サンプル・トランザクション・コード
この章では、Oracle Tuxedo会話をアプリケーションで定義および管理する方法について説明します。Tuxedoの会話は、Oracle WebLogic ServerアプリケーションとOracle Tuxedoアプリケーションの間でメッセージの交換用としてサポートしているメソッドです。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: Oracle Tuxedoの対話通信の詳細は、http://download.oracle.com/docs/cd/E13203_01/tuxedo/tux100/pgc/pgconv.html で『C言語を使用したTuxedoアプリケーションのプログラミング』の「会話型クライアントおよびサーバーのコーディング」を参照してください。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、Oracle Tuxedoの会話をOracle WebLogic ServerアプリケーションとOracle Tuxedoアプリケーションの間でメッセージを交換する手段としてサポートしています。この形態の通信では、仮想接続がクライアントとサーバーの間で維持され、各サイドで会話の状態に関する情報が維持されます。接続を開き、会話を開始するプロセスが、会話の開始側です。接続の制御権を持つプロセスがイニシエータで、制御権のないプロセスがサブオーディネートです。接続は、それを終了するイベントが発生するまでアクティブなままです。
会話型通信では、イニシエータとサブオーディネートの間でHalf-Duplex接続が確立されます。接続の制御権は、イニシエータとサブオーディネートの間で渡されます。制御権を持つプロセスがメッセージを送信でき(イニシエータ)、制御権のないプロセスはメッセージの受信のみを行えます(サブオーディネート)。
Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMI会話には以下の特性があります。
tpforward
を呼び出すことが禁止されています。 以下のOracle WebLogic Tuxedo Connectorプリミティブは、Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedoの間で通信を行う会話型クライアントおよびサーバーを作成する際に使用します。
表6-1 Oracle Weblogic Tuxedo Connectorの会話型クライアントのプリミティブ
名前 | 操作 |
---|---|
Oracle Tuxedo会話型サービスとの接続を確立するために使用します。 | |
接続を中止し、TPEV_DISCONIMMイベントを生成するために使用します。 | |
Oracle Tuxedoアプリケーションからオープンな接続を介してデータを受信するために使用します。 | |
Oracle Tuxedoアプリケーションにオープンな接続を介してデータを送信するために使用します。 |
以下の節では、会話型クライアントおよび会話型サーバーの作成方法を説明します。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの会話型クライアントを作成するには、第2章「Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorクライアントEJBの開発」で説明されている手順を実行します。次の節では、tpconnectを使用して接続を開き、会話を開始する方法を説明します。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの会話型クライアントは、Oracle Tuxedo会話型サービスとの接続を確立する必要があります。JATMIプリミティブtpconnectを使用すると、接続を開いて会話を開始できます。呼出しが成功すると、会話でデータを送受信するために使用できるオブジェクトが返されます。
次の表は、tpconnect
のパラメータを示しています。
表6-2 Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMI tpconnectのパラメータ
パラメータ | 説明 |
---|---|
svc | 会話型サービス名の文字ポインタ。 |
data | データ・バッファのポインタ。接続を確立するときに、バッファを指すように |
flags | アプリケーションの必要に応じて、フラグを単独で、または組み合せて使用します。有効なフラグは、以下のとおりです。 TPSENDONLY :開始側が制御権を保持することを指定します。呼び出されるサービスはサブオーディネートになり、データの受信だけが可能です。 TPRECVONLY :呼び出されたサービスに制御権を渡すことを指定します。開始側はサブオーディネートになり、データの受信だけが可能です。 TPNOTRAN : TPNOBLOCK :ブロッキング条件が存在する場合はリクエストを送信しないことを指定します。 TPNOTIME :開始側は無期限にブロックされ、ブロッキング・タイムアウトの影響を受けないことを指定します。開始側がトランザクション・モードの場合、呼出しはトランザクション・タイムアウトの影響を受けます。 |
次に、tpconnectを使用して会話を開始するサンプル・コードを示します。
例6-1 サンプル会話コード
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの会話型サーバーを作成するには、第3章「Oracle Weblogic Tuxedo ConnectorサービスEJBの開発」で説明されている手順を実行します。
会話型接続がOracle WebLogic ServerアプリケーションとOracle Tuxedoアプリケーションの間で確立されたら、イニシエータ(メッセージを送信)とサブオーディネート(メッセージを受信)の間の通信が送信および受信の呼出しを使用して遂行されます。以下の節では、Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorアプリケーションがJATMIプリミティブtpsendおよびtprecvをどのように使用するのかを説明します。
JATMIプリミティブtpsendを使用すると、Oracle Tuxedoアプリケーションにメッセージを送信できます。
次の表は、tpsend
のパラメータを示しています。
表6-3 Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMI tpconnectのパラメータ
パラメータ | 説明 |
---|---|
data | この会話で送信されるデータが格納されているバッファへのポインタ。 |
flags | フラグは以下のいずれかを指定できます。 TPRECVONLY: イニシエータのデータが送信された後にイニシエータが接続の制御権を放棄することを指定します。イニシエータはサブオーディネートになり、データを受信することだけが可能となります。 TPNOBLOCK :ブロッキング条件が存在する場合はリクエストを送信しないことを指定します。 TPNOTIME: イニシエータが無限にブロックされることを拒否せず、ブロッキング・タイムアウトの影響を受けないことを指定します。呼出しは、トランザクション・タイムアウトの影響を受けます。 |
JATMIプリミティブtprecvを使用すると、Oracle Tuxedoアプリケーションからメッセージを受信できます。
次の表は、tprecv
のパラメータを示しています。
表6-4 Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMI tpconnectのパラメータ
パラメータ | 説明 |
---|---|
flags | フラグは以下のいずれかを指定できます。 TPNOBLOCK : TPNOTIME : フラグの値を0にすると、イニシエータは、条件が解消されるまで、またはタイムアウトが発生するまで、ブロックされます。 |
Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedoの会話は、サーバー・プロセスがそのタスクを正常に完了したときに終了します。以下の節では、会話の終了方法について説明します。
Oracle WebLogic Server会話型サーバーによるreturn
の正常な呼出しで会話が終了します。TPEV_SVCSUCCイベントが、サービスの正常な終了を示すために接続を開始したOracle Tuxedoクライアントに送信されます。接続はその後に適切な方法で切断されます。
Oracle Tuxedo会話型サーバーによるtpreturn
の正常な呼出しで会話が終了します。TPEV_SVCSUCCイベントが、サービスの正常な終了を示すために接続を開始したOracle WebLogic Tuxedo Connectorクライアントに送信されます。接続はその後に適切な方法で切断されます。
階層的な会話を適切に終了するためには、会話の終了する順序が重要になります。
A-BおよびB-Cという2つのアクティブな接続があると仮定します。Bが両方の接続を管理するOracle WebLogic Tuxedo Connectorアプリケーションである場合、return
を呼び出すと、その呼出しは失敗し、TPEV_SVCERRイベントがすべてのオープンな接続にポストされ、それらの接続は無秩序に閉じます。
両方の接続を適切に終了するには、アプリケーションでは次のシーケンスを実行する必要があります。
rval
をTPSUCCESS
、TPFAIL
、またはTPEXIT
に設定してdeparture
を呼び出します。 return
を呼び出し、Aについてイベント(TPEV_SVCSUCCまたはTPEV_SVCFAIL)をポストします。 会話型サービスは、リクエストまたはレスポンスの呼出しを行うことができます。したがって、直前の例で、BからCへの呼出しはtpconnectではなくtpacall()またはtpcall()を使用して実行できます。会話型サービスでは、tpforward
を呼び出すことは許可されていません。
Oracle WebLogic Server会話型クライアントまたは会話型サーバーは、tpdisconを呼び出して無秩序な切断を実行します。これは、接続を「打ち切る」ような処理です。
tpdiscon
の呼出しは:
Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMIでは、5つのイベントを使用して会話型通信を管理します。次の表は、イベント、それらのイベントが返される機能、およびそれぞれの詳細な説明を示しています。
表6-5 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの会話型通信のイベント
イベント | 受信元 | 説明 |
---|---|---|
Tuxedo | 接続の制御権が渡されました。このOracle Tuxedoプロセスは | |
JATMI | 接続の制御権が渡されました。このJATMIプロセスは | |
Tuxedo | 接続が切断されており、これ以上の通信はできません。JATMI | |
JATMI | 接続が切断されており、これ以上の通信はできません。Oracle Tuxedo | |
Tuxedo | 接続の開始側によって受信され、従属プログラムが | |
Tuxedo | 接続の開始側によって受信され、従属プログラムが接続の制御権なく | |
Tuxedo | 接続の開始側によって受信され、従属サービスが正常に終了した(つまり | |
JATMI | 接続の開始側によって受信され、従属サービスが正常に終了した(つまり | |
Tuxedo | 接続の開始側によって受信され、従属プログラムが | |
Tuxedo | 接続の開始側によって受信され、従属プログラムが正常に終了しなかったことを示します。サービスはステータスTPFAILまたはTPEXITで完了しました。 |
会話が正常に完了するように、会話モードでは以下のガイドラインに従ってください。
MAXCONV
パラメータで定義)を超えた場合、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの例外値としてはTPEV_DISCONIMMが予期されます。 tpforward
を実行するOracle Tuxedo会話型サービスに接続された場合、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの例外値としてはTPEV_DISCONIMMが予期されます。 この章では、Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorはField Manipulation Language (FML)を使用する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: FMLの使用方法については、http://download.oracle.com/docs/cd/E13203_01/tuxedo/tux100/fml/fml01.html にある、FMLを使用したTuxedo ATMIアプリケーションのプログラミングのガイドを参照してください。 |
FMLは、フィールド・バッファと呼ばれる記憶構造を定義および操作するJava言語機能のセットです。各フィールド・バッファには、フィールドに属性および値の組合せが含まれています。各フィールドは次のように構成されます。
FMLには、2つのタイプがあります。
FMLアプリケーション・プログラム・インタフェース(API)は、WebLogic ServerクラスのJavadocに含まれているweblogic.wtc.jatmi
パッケージにドキュメント化されています。
フィールド表は、Oracle Tuxedoフィールド表に似た方法で生成されます。フィールド表は、2つのシステム間で共通のフィールド名定義、フィールド・タイプ、および識別番号を提供するテキスト・ファイルです。FMLを使用してOracle Tuxedoシステムと相互運用するには、次の手順を実行する必要があります。
例: Oracle Tuxedo配布キットには、bankapp
という銀行アプリケーション・サンプルが含まれています。このアプリケーションには、次の構造を持つbankflds
というファイルがあります。
weblogic.wtc.jatmi
パッケージのmkfldclass
ユーティリティを使用します。このクラスは、FML32フィールド表を読み取るユーティリティ機能で、FldTblインタフェースを実装するJavaファイルを生成します。このユーティリティには、次のような2つのインスタンスがあります。 mkfldclass
mkfldclass32
コマンドの正しいインスタンスを使用して、bankflds
フィールド表をFML32 Javaソースに変換します。次は、mkfldclassを使用した例です。
作成されたファイルはbankflds.java
となり、次のような構造を持ちます。
bankflds.java
ファイルをコンパイルします。 コンパイルすると、bankflds.class
ファイルとなります。ロード時、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorはクラス・ファイルを使用してFML32フィールドからフィールド・エントリを追加、検索、および削除します。
WTCServer
MBeanを更新します。 WTCResources
MBeanを更新します。 例:
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorには、FML表を別の方法でコンパイルするためのプロパティが提供されています。以下の場合には、DynRdHdr
ユーティリティを使用する必要があります。
.java
メソッドが、単一のクラスまたはインタフェースの全体的な複雑度に関する内部Java仮想マシンの制限を超えます。 .java
メソッドをコンパイルして作成されたクラスをロードできません。 FML表をコンパイルする場合には、次の手順でDynRdHdr
プロパティを使用します。
このコマンドの引数の定義は次のとおりです。
属性 | 説明 |
---|---|
-DDynRdHdr | FML表をコンパイルするためのOracle WebLogic Tuxedo Connectorプロパティ。 |
Path_to_Your_FML_Table | FML表のパス名。サーバーのCLASSPATHでリソース・ファイルとして検索可能な完全修飾パスまたは相対パスを指定します。 |
weblogic.wtc.jatmi.mkfldclass32 | このクラスは、FML32フィールド表を読み取るユーティリティ機能で、FldTblインタフェースを実装するJavaファイルを生成します。 |
userTable | mkfldclass32クラスによって作成される.java メソッドの名前。 |
userTable
ファイルをコンパイルします。 userTable
.class
ファイルをアプリケーションCLASSPATHに追加します。 userTable
.class
ファイルの完全修飾された場所を反映するため、WTCResources
MBeanを更新します。 userTable
.class
がロードされます。 userTable
.class
ファイルの作成後は、userTable
.class
を手動で更新しなくてもFML表を変更してその変更をデプロイすることができます。WTCサービスの開始時に、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、WTCサービス構成の「リソース」タブで指定された場所を使用して更新済みのFML表をロードします。Path_to_Your_FML_Table
属性を変更した場合、前の手順に従ってuserTable
.java
およびuserTable
.class
ファイルを更新する必要があります。
2つの新しいTypedFML32コンストラクタを使用すると、パフォーマンスが向上します。これらのコンストラクタの使用については、以下を参照してください。
コンストラクタは、WebLogicクラスのJavadocに定義されます。
TypedFML32でパフォーマンスの向上を実現するためには、TypedFML32コンストラクタにサイズ・ヒントを指定します。これらのコンストラクタで利用できるパラメータは、以下の2つです。
たとえば、バッファで使用されるフィールド表に20個のフィールドIDを格納し、各フィールドを20回発生させることができます。この場合、最初のパラメータにフィールドの最大数400を指定する必要があります。2番目のパラメータにフィールドIDの総数20を指定する必要があります。
注意: 通常、バッファのサイズに制限はありませんが、非常に小さいサイズでは、うまく機能しません。 |
非常に小さいバッファを使用する場合は、これらのコンストラクタをヒントなしで使用します。非常に小さいバッファとは、たとえば、フィールドの総発生回数が16より小さいバッファを指します。たとえば、フィールドの総発生回数が250,000を超える非常に大きいバッファの場合は、アプリケーションでフィールドの総発生回数250,000より小さいバッファに分割することを検討する必要があります。
注意: 指定するデータ型は、FLATまたはNOにする必要があります。他のデータ型を指定すると、リダイレクションは失敗します。 |
WTCtBridgeRedirect MBeanのTranslateFML
要素は、FML32変換がメッセージ・ペイロードで実行されることを示すために使用します。FML32変換には、FLATおよびNOの2つのタイプがあります。
メッセージ・ペイロードは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの内部FML32/XMLトランスレータを使用して変換されます。フィールドは、メッセージ構造(階層構造)を意識せず、グループ化を反復せずに、フィールドごとの値に変換されます。
FML32バッファをXMLに変換するため、tBridgeはFML32バッファにある各フィールドの各インスタンスを抽出して文字列に変換し、それをフィールド名で構成されるタグ内に配置します。これらすべてのフィールドは、サービス名で構成されるタグ内に配置されます。たとえば、次のフィールドで構成されるFML32バッファがあるとします。
変換されたXMLバッファは次のようになります。
変換は使用されません。
JMSからOracle Tuxedoの場合、tBridgeは、リダイレクションの方向に応じて、JMS TextMessageをOracle Tuxedo TypedBuffer (TypedString)に(またはその逆に)マップします。JMS BytesMessageは、Oracle Tuxedo TypedBuffer (TypedCarray)に(またはその逆に)マップされます。
Oracle TuxedoからJMSの場合、FML/FML32バッファの受け渡しは、translateFML
がFLAT
に設定されているように動作します。したがって、この場合は、translateFML
をNO
に設定しても効果はありません。Oracle TuxedoバッファがFML/FML32型の場合、変換が自動的に実行されます。
FML32を使用する場合は、以下の情報について考慮する必要があります。
STRING
値を無視します。たとえば、<STRING></STRING>
は、結果的にFML32バッファではスキップされます。他のすべての型の場合、WTCでは変換失敗となるエラーがログに記録されます。 tBridgeを使用してXMLバッファとFML/FML32の間の変換を自動的に行うかわりに、順序指定、グループ化、および整形機能を備えたXmlFmlCnv
クラスを使用することもできます。次のコードは、XMLバッファ・フォーマットとの間での変換にXmlFmlCnv
クラスを使用する例です。
「Class XmlFmlCnv」を参照してください。
TypedMBString
オブジェクトは、WTCアプリケーション・コードでTypedString
オブジェクトとほとんど同じように使用できます。ただ、TypedMBString
には文字列データに関連付けられたコード・セット・エンコーディング名がある点だけが異なります。
この節の内容は以下のとおりです。
MBSTRINGデータを含むOracle Tuxedoメッセージが別のOracle Tuxedoドメインに送信されるときに、TypedMBString
はjava.lang.String
クラスの変換関数を使用してUnicodeと外部エンコーディングの間の変換を行います。TypedMBString
には文字列データに関連付けられたコード・セット・エンコーディング名があります。
WTCアプリケーション・コードでのTypedMBString
オブジェクトの作成時には、エンコーディング名はnullに設定されます。エンコーディング名がnull値の場合、MBSTRINGデータをリモート・ドメインに送信するときに、Unicode文字列のバイト配列への変換にはデフォルトのエンコーディング名が使用されます。デフォルトでは、バイト配列文字列に対するJavaのデフォルト・エンコーディング名がデフォルト・エンコーディング名として使用されます。エンコーディングを指定することも、デフォルト・エンコーディングをそのまま使用することもできます。次の順序は、TypedMBString
に対する優先順位を示しています。
setMBEncoding()
メソッドでエンコーディング名を指定します。 weblogic.wtc.jatmi.MBEncoding
クラスのsetDefaultMBEncoding()
メソッドを使用してエンコーディング名を指定します。 WTCResourcesMBean
のRemoteMBEncoding
属性を使用してエンコーディング名を指定します。 MBENCODINGPROPERTY
システム・プロパティ値。 リモート・ドメインからMBSTRINGデータを含むOracle Tuxedoメッセージが受信されると、以下のアクションが発生します。
tcm
からMBSTRINGデータのエンコーディングを判別します。 TypedMBString
オブジェクトを作成します。 TypedMBString
オブジェクトは、WTCアプリケーション・コードでTypedString
オブジェクトとほとんど同じように使用できます。ただし、TypedMBStringには文字列データに関連付けられたコード・セット・エンコーディング名があります。
TypedMBString
オブジェクトをWTCアプリケーション・コードに渡します。アプリケーション・コードは、インスタンス・メソッドgetMBEncoding()
を使用して、受信したMBSTRINGデータのエンコーディングを認識します。 TypedFML32
にFLD_MBSTRINGフィールド型が追加されています。この場合、FLD_MBSTRINGの関連付けられたオブジェクト型としてTypedMBString
オブジェクトがTypedFML32
メソッドに渡されます。FLD_MBSTRINGフィールドのMBSTRING変換に使用するエンコーディング名を指定できます。
次の順序は、TypedFML32に対する優先順位を示しています。
setMBEncoding()
メソッドでエンコーディング名を指定します。 setMBEncoding()
メソッドでエンコーディング名を指定します。 weblogic.wtc.jatmi.MBEncoding
クラスのsetDefaultMBEncoding()
メソッドを使用してエンコーディング名を指定します。 WTCResourcesMBean
のRemoteMBEncoding
属性を使用してエンコーディング名を指定します。 MBENCODINGPROPERTY
システム・プロパティ値。 注意: 以下のメソッドFldtype() 、Fchg() 、Fadd() 、Fget() 、およびFdel() は、FLD_MBSTRINGの使用時に更新する必要があります。 Oracle Tuxedoで必要な |
この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connector VIEWバッファの使用方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: Oracle Tuxedo VIEWバッファの詳細は、http://download.oracle.com/docs/cd/E13203_01/tuxedo/tux100/pgc/pgbuf.html で『C言語を使用したTuxedo ATMIアプリケーションのプログラミング』の「VIEW型バッファ」を参照してください。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用すると、非依存型C構造体から派生したOracle Tuxedo VIEWバッファ・タイプと同様のJava VIEWバッファを作成することができます。これにより、Oracle WebLogic ServerアプリケーションおよびOracle Tuxedoアプリケーションが共通の構造体を用いて情報を受け渡しできます。Oracle WebLogic Tuxedo Connector VIEWバッファは、FML VIEWもFML VIEW/Java会話もサポートしていません。
注意: fbname フィールドとnull フィールドは、非依存型Java構造体やC構造体とは関係がなく、JavaやCのVIEWコンパイラには無視されます。これらのフィールドにはプレースホルダーとして値(たとえば、ダッシュ)を入れる必要があります。 |
Oracle WebLogic ServerアプリケーションとOracle Tuxedoアプリケーションは、VIEW記述で定義された同一の情報構造を共有する必要があります。VIEW記述ファイルの各構造体には下記の形式を使用します。
説明:
viewj
コンパイラとOracle Tuxedo viewc
コンパイラの両方で同一のVIEW記述ファイルが使用されます。 viewname
は情報構造の名前です。 表8-1 VIEW記述ファイルのフィールド
フィールド | 説明 |
---|---|
type | フィールドのデータ型。設定できる型は、 |
cname | 情報構造内でのフィールド名。 |
fbname | 無視されます。 |
count | フィールドの反復回数。 |
flag | 次のいずれかのオプション・フラグを指定します。
|
size |
|
null | ユーザー指定のNULL値、または、マイナース記号( デフォルトのNULL値は、数値型の場合はすべて0 (dec_tでは0.0)。文字型の場合は、` 規約により、エスケープ文字として使用される定数にも、NULL値を指定できます。VIEWコンパイラが認識するエスケープ定数は次のとおりです: \ddd (dは8進数)、\0、\n、\t、\v、\r、\f、\\、\'、および\"。 STRING、CARRAY、およびchar型のNULL値を、二重引用符または単一引用符で囲んでもかまいません。ユーザー指定のNULL値内のエスケープされていない引用符は、VIEWコンパイラでは受け付けられません。 VIEWメンバー記述のNULLフィールドでキーワード「NONE」を指定することもできます。この指定は、そのメンバーにはNULL値がないことを意味します。文字列および文字配列メンバーの最大サイズのデフォルト値は2660文字です。 |
次に、Oracle Tuxedoアプリケーションと情報を送受信するためにVIEWバッファを使用するサンプルVIEW記述を示します。このVIEWのファイル名はinfoenc
です。
例8-1 サンプルVIEW記述
VIEW
型バッファをコンパイルするには、引数としてパッケージ名とVIEW記述ファイルの名前を指定して、viewj
コマンドを実行します。出力ファイルはカレント・ディレクトリに作成されます。
viewj
コンパイラを使用するには、次のコマンドを入力します。
viewj32
コンパイラを使用するには、次のコマンドを入力します。
このコマンドの引数の定義は次のとおりです。
引数 | 説明 |
---|---|
options |
注意: |
package | .java ソース・ファイルに含まれるパッケージ名。 例: examples.wtc.atmi.simpview |
viewfile | VIEW記述ファイルの名前。 例: |
例:
viewj
およびviewj32
コマンドの出力は、VIEW記述ファイルの各フィールドに対するset
およびget
アクセサ・メソッドが含まれた.java
ソース・ファイルになります。VIEWバッファとの間で情報を受け渡すには、Javaアプリケーションでこれらのset
およびget
アクセサ・メソッドを使用します。
VIEW記述ファイルで関連する長さと数のフィールドが指定されている場合、その値をset
およびget
アクセサ・メソッドで使用するかどうかを指定するには、AssociatedFieldHandling
フラグを使用します。
set
メソッドは、配列フィールドの数を設定し、文字列またはcarrayフィールドの長さを設定します。 get
メソッドは、関連する数のフィールド以下のサイズを持つ配列を返します。 get
メソッドは、関連する長さのフィールド以下の長さを持つデータを返します。 AssociatedFieldHandling
フラグの状態を設定または取得するには、次のいずれかの方法を使用します。
viewj
およびviewj32
コンパイラの-associated_fields
オプションを使用して、AssociatedFieldHandling
フラグをtrueに設定します。 void setAssociatedFieldHandling(boolean state)
メソッドを呼び出して、AssociatedFieldHandling
フラグの状態を設定します。 set
およびget
メソッドは長さと数のフィールドを無視します。 set
およびget
アクセサ・メソッドで使用します。 boolean getAssociatedFieldHandling()
メソッドを呼び出して、AssociatedFieldHandling
の現在の状態を返します。 JATMIアプリケーションにVIEWバッファを取り込む際には、次の手順に従います。
クライアントでアクセサを使用してVIEWバッファと情報を受け渡す方法の例については、Oracle WebLogic Server配布キットのexamples/wtc/atmi/simpview/ViewClient.java
ファイルを参照してください。
http://download.oracle.com/docs/cd/E13203_01/tuxedo/tux100/pgc/pgbuf.html
にある『C言語を使用したTuxedo ATMIアプリケーションのプログラミング』の「VIEW型バッファ」で説明されているとおりに、Oracle Tuxedoアプリケーション用のVIEW記述ファイルをコンパイルし、その出力をCソース・ファイルにインクルードします。 CLASSPATH
に指定する必要があります。 ヘルパー・クラスを使用して、FML32バッファに対してVIEW32データを追加および取得できます。クラス名はwtc.jatmi.FViewFld
です。このクラスを使用することで、プログラマはFML32バッファに対してVIEW32フィールド・タイプを使用するJATMIベースのアプリケーションを簡単に開発できます。
構成の変更は不要です。引き続き、WLS構成ファイルのWTCResources
セクションにあるViewTbl32Classes
属性を使用して、VIEW32クラス・パスを構成します。
このヘルパー・クラスでは、以下のアクセス・メソッドを使用できます。
FViewFld(String vname, TypedView32 vdata)
; FviewFld(FviewFld to_b_clone)
; void setViewName(String vname)
String getViewName();
void setViewData(TypedView32 vdata)
void TypedView32 getViewData();
例8-2 TypedFML32バッファに対して埋め込みTypedView32バッファを追加および取得する方法
次のコード・リストは、例8-2のサンプルに関連するFML記述(MyFieldTable)の例です。
XmlViewCnv
クラスを使用すると、XMLからView/View(32)への変換、およびView/View(32)からXMLへの変換を実行できます。次のコードは、XMLバッファ・フォーマットとの間での変換にXmlViewCnv
クラスを使用する例です。
この章では、カスタムAppKeyジェネレータ・プラグインの作成方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: Oracle Tuxedo AAAトークンはカスタマイズできません。 |
init
メソッドのparam
パラメータを使用して、必要な初期化パラメータまたはプロパティ・ファイルを提供できます。 exampleAppKey.java
ファイルは、カスタム・プラグインの例です。AppKeyを格納するためのデータベースとしてtpusrfile
ファイルを利用しています。
例9-1 exampleAppKey.Javaカスタム・プラグイン
この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用した場合発生するエラー条件をアプリケーションで管理し解釈するメカニズムについて説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
アプリケーション・ロジックは、戻り値を持つ呼出しの後にエラー条件をテストし、それらの条件に基づいて適切な手順を実行する必要があります。関数が値を返すイベントでは、特定の値をテストする関数を呼び出し、各条件に適切なアプリケーション・ロジックを実行できます。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、次の例外クラスがスローされます。
トランザクションの管理では、どのエラーがトランザクションにとって致命的であるかを理解することが重要です。致命的なエラーが発生した場合、トランザクションのイニシエータによってcommit()
を呼び出し、そのトランザクションをアプリケーション・レベルで明示的に中止する必要があります。トランザクションは、次のような理由によりエラーとなります。
commit()
が、トランザクションの開始側ではなく、参加コンポーネントによって呼び出されました。 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用するときに発生するタイムアウトには、次の2つのタイプがあります。
ブロッキング・タイムアウトは、呼出しがブロッキング条件を消去するために待機できる時間を超えると発生します。トランザクション・タイムアウトは、トランザクションがsetTransactionTimeout()
内で定義された時間以上かかっている場合に発生します。デフォルトでは、プロセスがトランザクション・モードでない場合、ブロッキング・タイムアウトが実行されます。通信呼出しのflags
パラメータがTPNOTIME
に設定されている場合は、ブロッキング・タイムアウトのみが適用されます。プロセスがトランザクション・モードである場合、ブロッキング・タイムアウトおよびTPNOTIME
フラグは適切ではありません。トランザクションが開始されたときにタイムアウトが定義されていた場合、プロセスはトランザクション・タイムアウトのみに対応します。2つの異なるタイプのタイムアウトの関係は、次のようになります。
TPNOTRAN
フラグなしで実行)は停滞状態となり、参照されなくなることがあります。今後許可される通信は、応答、ブロッキング、およびトランザクションのない前述のケースのみです。 System.out.println()
を使用してアプリケーションの実行を追跡し、Oracle WebLogic Serverトレース・ログにメッセージを書き込むことができます。String
型の変数を取得するlog()
メソッドを作成し、呼出しへの引数として変数名を使用するか、呼出しへの引数としてリテラルを引用符で囲んだメッセージを使用します。次の例は、tpcall()
の進行状況を追跡するために使用する一連のメッセージです。
例10-1 サンプル・イベント・ロギング
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